
2 ▪ 人間の尊厳と自立

アガルートアカデミー ▪ 介護福祉士国家試験　過去問解説講座

ྖҬɿਓؒͱࣾձ

ਓؒͷଚݫͱཱࣗ

問題1
■■■■■■

̖͞Μʢࡀ��ɼঁੑɼཁࢧԉ̍ʣ͸ɼҰਓ฻Β͠Ͱ͋Δɻि̍
ճ介護༧๷௨ॴϦϋϏϦςーγϣϯΛར༻͠ͳ͕Βɼۙॴͷ༑ਓͨ
ͪͱͷຑ

ㆾ㉃㆘㇃㇓

੃Λָ͠Έʹੜ͍ͯ͠׆Δɻۙ࠷ɼකʹ௧ΈΛ͡ײɼมܗ
ੑකؔઅ঱ʢLOFF�PTUFPBSUISJUJTʣͱ਍அ͞Εͨɻಉ࣌ظʹ༑ਓ͕
ೖӃ͠ɼָ͠Έʹ͍ͯͨ͠ຑ

ㆾ㉃㆘㇃㇓

੃͕Ͱ͖ͳ͘ͳͬͨɻ̖͞Μ͸ঃʑʹ
ΔΑ͏ʹͳͬͨɻ͋Δ೔ɼʮࣗ୐Ͱ฻Β͠͡ײෆ҆Λʹ׆ͷੜޙࠓ
ଓ͚͍͚ͨͲɼ৺഑ͳͷʜʯͱ介護福祉৬ʹ࿩ͨ͠ɻ
̖͞Μʹର͢Δ介護福祉৬ͷରԠͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭ
બͼͳ͍͞ɻ

̍　ཁ介護ೝఆͷਃ੥ΛקΊΔɻ
̎　༑ਓͷ͓ݟ෣͍ΛקΊΔɻ
̏　කͷਫ਼ີࠪݕΛקΊΔɻ
̐　ผͷझຯ׆ಈͷر๬Λฉ͘ɻ
̑　ੜ׆ʹର͢Δ͍ࢥΛฉ͘ɻ

正解　５ １　×　すでに要支援１の認定を受けている状態であり、再度の要介護認定
は不要です。

２　×　Ａさんの心配を解決するための方法としては適切ではありません。
３　×　すでに変形性膝関節症と診断されているため、これ以上の精密検査

は不要です。
４　×　自宅で暮らし続けるための対応ですので、趣味活動の希望を聞くこ

とは適切ではありません。
５　〇　Ａさんにどのような心配があるのか、生活に対する思いを聞くこと

は大切なことです。

問題2
■■■■■■

࣍ͷهड़ͷ͏ͪɼ介護Λඞཁͱ͢Δਓͷཱࣗʹ͍ͭͯͷํ͑ߟͱ
ͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　ཱࣗ͸ɼଞऀͷࢧԉΛड͚ͳ͍͜ͱͰ͋Δɻ
̎　ਫ਼ਆతཱࣗ͸ɼੜ׆ͷ໨ඪΛ΋ͪɼࣗΒ͕ओମͱͳͬͯ෺ࣄΛ
ਐΊ͍ͯ͘͜ͱͰ͋Δɻ
̏　ࣾձతཱࣗ͸ɼࣾ ձతͳ໾ׂ͔Β཭Εͯࣗ༝ʹͳΔ͜ͱͰ͋Δɻ
̐　਎ମతཱࣗ͸ɼ介護ऀͷ਎ମతෛ୲Λܰ͢ݮΔ͜ͱͰ͋Δɻ
ΛӦΉ׆Ճͤͣʹɼੜࢀʹಈ׆ಈ΍ࣾձ׆ࡁܦతཱࣗ͸ɼࡁܦ　̑
͜ͱͰ͋Δɻ

正解　２ １　×　自立には身体的自立と精神的自立があり、他者の支援を受けても精
神的自立ができていれば自立とすることができるので、適切ではあり
ません。

２　〇　選択肢のとおりです。
３　×　社会的自立とは、社会の一員として社会参加している状態のことで

すので、適切ではありません。
４　×　身体的自立とは、生活に必要な動作を自分で行うことですので、介

護者の負担を軽減することではありません。
５　×　経済的自立は、経済活動や社会活動をしながら生活を営むことです

ので、適切ではありません。
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ྖҬɿਓؒͱࣾձ

ਓؒͷଚݫͱཱࣗ

問題1
■■■■■■

̖͞Μʢࡀ��ɼঁੑɼཁࢧԉ̍ʣ͸ɼҰਓ฻Β͠Ͱ͋Δɻि̍
ճ介護༧๷௨ॴϦϋϏϦςーγϣϯΛར༻͠ͳ͕Βɼۙॴͷ༑ਓͨ
ͪͱͷຑ

ㆾ㉃㆘㇃㇓

੃Λָ͠Έʹੜ͍ͯ͠׆Δɻۙ࠷ɼකʹ௧ΈΛ͡ײɼมܗ
ੑකؔઅ঱ʢLOFF�PTUFPBSUISJUJTʣͱ਍அ͞Εͨɻಉ࣌ظʹ༑ਓ͕
ೖӃ͠ɼָ͠Έʹ͍ͯͨ͠ຑ

ㆾ㉃㆘㇃㇓

੃͕Ͱ͖ͳ͘ͳͬͨɻ̖͞Μ͸ঃʑʹ
ΔΑ͏ʹͳͬͨɻ͋Δ೔ɼʮࣗ୐Ͱ฻Β͠͡ײෆ҆Λʹ׆ͷੜޙࠓ
ଓ͚͍͚ͨͲɼ৺഑ͳͷʜʯͱ介護福祉৬ʹ࿩ͨ͠ɻ
̖͞Μʹର͢Δ介護福祉৬ͷରԠͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭ

બͼͳ͍͞ɻ

̍　ཁ介護ೝఆͷਃ੥ΛקΊΔɻ
̎　༑ਓͷ͓ݟ෣͍ΛקΊΔɻ
̏　කͷਫ਼ີࠪݕΛקΊΔɻ
̐　ผͷझຯ׆ಈͷر๬Λฉ͘ɻ
̑　ੜ׆ʹର͢Δ͍ࢥΛฉ͘ɻ

正解　５ １　×　すでに要支援１の認定を受けている状態であり、再度の要介護認定
は不要です。

２　×　Ａさんの心配を解決するための方法としては適切ではありません。
３　×　すでに変形性膝関節症と診断されているため、これ以上の精密検査

は不要です。
４　×　自宅で暮らし続けるための対応ですので、趣味活動の希望を聞くこ

とは適切ではありません。
５　〇　Ａさんにどのような心配があるのか、生活に対する思いを聞くこと

は大切なことです。

問題2
■■■■■■

࣍ͷهड़ͷ͏ͪɼ介護Λඞཁͱ͢Δਓͷཱࣗʹ͍ͭͯͷํ͑ߟͱ
ͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　ཱࣗ͸ɼଞऀͷࢧԉΛड͚ͳ͍͜ͱͰ͋Δɻ
̎　ਫ਼ਆతཱࣗ͸ɼੜ׆ͷ໨ඪΛ΋ͪɼࣗΒ͕ओମͱͳͬͯ෺ࣄΛ
ਐΊ͍ͯ͘͜ͱͰ͋Δɻ

̏　ࣾձతཱࣗ͸ɼࣾ ձతͳ໾ׂ͔Β཭Εͯࣗ༝ʹͳΔ͜ͱͰ͋Δɻ
̐　਎ମతཱࣗ͸ɼ介護ऀͷ਎ମతෛ୲Λܰ͢ݮΔ͜ͱͰ͋Δɻ
ΛӦΉ׆Ճͤͣʹɼੜࢀʹಈ׆ಈ΍ࣾձ׆ࡁܦతཱࣗ͸ɼࡁܦ　̑
͜ͱͰ͋Δɻ

正解　２ １　×　自立には身体的自立と精神的自立があり、他者の支援を受けても精
神的自立ができていれば自立とすることができるので、適切ではあり
ません。

２　〇　選択肢のとおりです。
３　×　社会的自立とは、社会の一員として社会参加している状態のことで

すので、適切ではありません。
４　×　身体的自立とは、生活に必要な動作を自分で行うことですので、介

護者の負担を軽減することではありません。
５　×　経済的自立は、経済活動や社会活動をしながら生活を営むことです

ので、適切ではありません。



4 ▪ 人間の尊厳と自立
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ਓؒؔ܎ͱίϛϡχέʔγϣϯ

問題3
■■■■■■

̪介護࿝ਓ福祉ࢪઃͰ͸ɼར༻ऀͷ介護ܭըΛ୲౰ͷ介護福祉৬
ผͷ介護໨ඪΛɼ介護福祉ݸ੒͍ͯ͠Δɻ͜ͷͨΊɼར༻ऀͷ࡞͕
৬ͷνーϜશһͰڞ༗͢Δ͜ͱ͕՝୊ʹͳ͍ͬͯΔɻ
͜ͷ՝୊Λ解ܾ͢ΔͨΊͷऔΓ૊Έͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍
ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　؅ཧ৬͕νーϜશମʹ஫ҙͯ͠ىשɼूஂൣنΛܗ੒͢Δɻ
ಈΛଅ͢ɻߦΛ༏ઌͯ͠ɼಉௐݟ験ͷ௕͍介護福祉৬ͷҙܦ৔ݱ　̎
̏　νーϜϝϯόーͷ࠙ஊձΛ࣮ͯ͠ࢪɼ಺ूஂόΠアεΛڧԽ͢
Δɻ
̐　νーϜϝϯόーؒͷूஂѹྗΛར༻ͯ͠ɼଟ਺೿ͷҙݟʹ౷Ұ
͢Δɻ
̑　୲౰Ҏ֎ͷνーϜϝϯόー΋カϯϑΝϨϯεʢDPOGFSFODFʣʹ
ΊΔɻߴΛੑूڽՃͯ͠ɼूஂࢀ

正解　５ １　×　集団規範とは、集団による認知や判断、行動について「こうあるべ
きだ」という一定の基準や価値観を共有し、規範を形成することです。
管理職の「こうあるべき」が形成されるのは、適切ではありません。

２　×　同調行動とは、意識的にも無意識的にも人に合わせてしまうことで
す。経験の長い職員の意見に合わせるのは、適切ではありません。

３　×　内集団バイアスとは、自分が所属する集団のメンバーをより好意的
に評価してしまうことです。チームメンバーだけの懇談会により、チ
ームメンバーだけが強化されてしまうのは適切ではありません。

４　×　集団圧力とは、集団の中で少数意見をもつ人に対し、周囲の大多数
の人と同じような考えや行動をとるよう強制することです。少数派の
意見を聞くことも大切ですから、適切ではありません。

５　〇　集団の凝集性とは、集団が持つ規範の拘束力が強化され、共有する
目標に対する成果を大きくすることができることです。介護目標を介
護職のチーム全体で共有するためには、担当以外のメンバーも参加し、
多様な意見や情報を収集することで、決定内容がより多くの人に受け
入れられる可能性を高めることができます。

問題4
■■■■■■

̗͞Μʢࡀ��ɼঁੑɼཁ介護̏ʣ͸ɼ介護࿝ਓ福祉ࢪઃʹೖॴ
͍ͯ͠Δɻೖཋ೔ʹɼ୲౰ͷ介護福祉৬͕ࣨډΛ๚問͠ɼʮ̗͞Μɼ
ΒͰ͢ʯͱ఻͑ͨɻ͔͔࣌̏͠ޙޕ೔͸͓෩࿊ͷ೔Ͱ͢ɻ࣌ؒ͸ࠓ
͠ɼ̗͞Μ͸͍ͯͬݴΔ͜ͱ͕Θ͔Βͳ͔ͬͨΑ͏Ͱɼʮ͸͍ɼԿ
Ͱ͔͢ʯͱࢠ༷ͨͬࠔͰͨͬݴɻ
͜ͷͱ͖ͷɼ介護福祉৬ͷ४ޠݴΛ׆༻ͨ͠ରԠͱͯ͠ɼ࠷΋ద
੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

ௐͰ఻͑ͨɻޱ͍ڧ　̍
̎　཈༲Λ͚ͭͣʹ఻͑ͨɻ
̏　େ͖ͳ੠ͰΏͬ͘Γ఻͑ͨɻ
Α͏ʹ఻͑ͨɻ͔͢ٸ　̐
Ͱ఻͑ͨɻޱૣ　̑

正解　３ 言葉（言語）によってコミュニケーションをとることを「言語的コミュニ
ケーション」といいます。また、声の強弱・長短・抑揚・話す速度など言葉
にともなう語調（準言語）によるものを、「準言語的コミュニケーション」
といいます。

１　×　相手に恐怖感を与えるので適切ではありません。
２　×　相手に拒絶した印象を与えるので適切ではありません。
３　〇　選択肢のとおりです。
４　×　相手をより焦らせてしまうので適切ではありません。
５　×　相手はよりわからなくなるので適切ではありません。
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ਓؒؔ܎ͱίϛϡχέʔγϣϯ

問題3
■■■■■■

̪介護࿝ਓ福祉ࢪઃͰ͸ɼར༻ऀͷ介護ܭըΛ୲౰ͷ介護福祉৬
ผͷ介護໨ඪΛɼ介護福祉ݸ੒͍ͯ͠Δɻ͜ͷͨΊɼར༻ऀͷ࡞͕
৬ͷνーϜશһͰڞ༗͢Δ͜ͱ͕՝୊ʹͳ͍ͬͯΔɻ
͜ͷ՝୊Λ解ܾ͢ΔͨΊͷऔΓ૊Έͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍

ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　؅ཧ৬͕νーϜશମʹ஫ҙͯ͠ىשɼूஂൣنΛܗ੒͢Δɻ
ಈΛଅ͢ɻߦΛ༏ઌͯ͠ɼಉௐݟ験ͷ௕͍介護福祉৬ͷҙܦ৔ݱ　̎
̏　νーϜϝϯόーͷ࠙ஊձΛ࣮ͯ͠ࢪɼ಺ूஂόΠアεΛڧԽ͢
Δɻ

̐　νーϜϝϯόーؒͷूஂѹྗΛར༻ͯ͠ɼଟ਺೿ͷҙݟʹ౷Ұ
͢Δɻ

̑　୲౰Ҏ֎ͷνーϜϝϯόー΋カϯϑΝϨϯεʢDPOGFSFODFʣʹ
ΊΔɻߴΛੑूڽՃͯ͠ɼूஂࢀ

正解　５ １　×　集団規範とは、集団による認知や判断、行動について「こうあるべ
きだ」という一定の基準や価値観を共有し、規範を形成することです。
管理職の「こうあるべき」が形成されるのは、適切ではありません。

２　×　同調行動とは、意識的にも無意識的にも人に合わせてしまうことで
す。経験の長い職員の意見に合わせるのは、適切ではありません。

３　×　内集団バイアスとは、自分が所属する集団のメンバーをより好意的
に評価してしまうことです。チームメンバーだけの懇談会により、チ
ームメンバーだけが強化されてしまうのは適切ではありません。

４　×　集団圧力とは、集団の中で少数意見をもつ人に対し、周囲の大多数
の人と同じような考えや行動をとるよう強制することです。少数派の
意見を聞くことも大切ですから、適切ではありません。

５　〇　集団の凝集性とは、集団が持つ規範の拘束力が強化され、共有する
目標に対する成果を大きくすることができることです。介護目標を介
護職のチーム全体で共有するためには、担当以外のメンバーも参加し、
多様な意見や情報を収集することで、決定内容がより多くの人に受け
入れられる可能性を高めることができます。

問題4
■■■■■■

̗͞Μʢࡀ��ɼঁੑɼཁ介護̏ʣ͸ɼ介護࿝ਓ福祉ࢪઃʹೖॴ
͍ͯ͠Δɻೖཋ೔ʹɼ୲౰ͷ介護福祉৬͕ࣨډΛ๚問͠ɼʮ̗͞Μɼ
ΒͰ͢ʯͱ఻͑ͨɻ͔͔࣌̏͠ޙޕ೔͸͓෩࿊ͷ೔Ͱ͢ɻ࣌ؒ͸ࠓ
͠ɼ̗͞Μ͸͍ͯͬݴΔ͜ͱ͕Θ͔Βͳ͔ͬͨΑ͏Ͱɼʮ͸͍ɼԿ
Ͱ͔͢ʯͱࢠ༷ͨͬࠔͰͨͬݴɻ
͜ͷͱ͖ͷɼ介護福祉৬ͷ४ޠݴΛ׆༻ͨ͠ରԠͱͯ͠ɼ࠷΋ద

੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

ௐͰ఻͑ͨɻޱ͍ڧ　̍
̎　཈༲Λ͚ͭͣʹ఻͑ͨɻ
̏　େ͖ͳ੠ͰΏͬ͘Γ఻͑ͨɻ
Α͏ʹ఻͑ͨɻ͔͢ٸ　̐
Ͱ఻͑ͨɻޱૣ　̑

正解　３ 言葉（言語）によってコミュニケーションをとることを「言語的コミュニ
ケーション」といいます。また、声の強弱・長短・抑揚・話す速度など言葉
にともなう語調（準言語）によるものを、「準言語的コミュニケーション」
といいます。

１　×　相手に恐怖感を与えるので適切ではありません。
２　×　相手に拒絶した印象を与えるので適切ではありません。
３　〇　選択肢のとおりです。
４　×　相手をより焦らせてしまうので適切ではありません。
５　×　相手はよりわからなくなるので適切ではありません。
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問題5
■■■■■■

̫介護࿝ਓ福祉ࢪઃͰ͸ɼײછ঱͕ྲྀͨͨ͠ߦΊʹɼٸۓతͳ介
護ମ੍ͰۀࣄΛܧଓ͢Δ͜ͱʹͳͬͨɻ͞Βʹ࿑຿؅ཧΛ୲౰͢Δ
৬һ͔Β͸ɼ介護福祉৬ͷਫ਼ਆత݈߁ΛकΔ͜ͱΛ໨తͱͨ͠૊৫
తͳϚωδϝϯトʹऔΓ૊Ήඞཁੑʹ͍ͭͯఏҊ͕͋ͬͨɻ
࣍ͷهड़ͷ͏ͪɼ͜ͷϚωδϝϯトʹ֘౰͢Δ΋ͷͱͯ͠ɼ࠷΋
ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

Խ͢ΔɻڧΛࡦରࢭછ๷ײ　̍
̎　ଟ৬छνーϜͰͷ࿈ܞΛڧԽ͢Δɻ
̏　ར༻ऀͷεトϨεΛίϯトϩール͢Δɻ
̐　介護福祉৬ͷ೩͑ਚ͖঱ީ܈ʢόーϯア΢トʢCVSOPVUʣʣΛ
๷͢ࢭΔɻ
̑　ར༻ऀ家଒ͷ໘ձํ๏Λݟ௚͢ɻ

正解　４ １　×　感染症対策が目的ではないので、適切ではありません。
２　×　チームケアが目的ではないので、適切ではありません。
３　×　対象者が介護職ではなく、利用者ですので適切ではありません。
４　〇　精神的健康を守る目的として適切です。
５　×　利用者家族との交流が目的ではないので、適切ではありません。

問題6
■■■■■■

࣍ͷ͏ͪɼ介護࿝ਓ福祉ࢪઃʹ͓͚Δશମͷܥྩ໋شࢦ౷Λ೺Ѳ
͢ΔͨΊʹඞཁͳ΋ͷͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　૊৫ਤ
຿දۈ　̎
Ӧཧ೦ܦ　̏
ઃͷྺ࢙ࢪ　̐
อ༗ऀ਺֨ࢿ　̑

正解　１ １　〇　組織図とは、組織全体を把握することに役立つものです。全体の指
揮命令系統を把握するには、組織図が適切です。

２　×　勤務表はシフト表のことで、全体の指揮命令系統の把握はできない
ので、適切ではありません。

３　×　経営理念は組織の目標で、指揮命令系統の把握はできないので、適
切ではありません。

４　×　施設の歴史も指揮命令系統の把握には適切ではありません。
５　×　資格保有者数も指揮命令系統の把握には適切ではありません。
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問題5
■■■■■■

̫介護࿝ਓ福祉ࢪઃͰ͸ɼײછ঱͕ྲྀͨͨ͠ߦΊʹɼٸۓతͳ介
護ମ੍ͰۀࣄΛܧଓ͢Δ͜ͱʹͳͬͨɻ͞Βʹ࿑຿؅ཧΛ୲౰͢Δ
৬һ͔Β͸ɼ介護福祉৬ͷਫ਼ਆత݈߁ΛकΔ͜ͱΛ໨తͱͨ͠૊৫
తͳϚωδϝϯトʹऔΓ૊Ήඞཁੑʹ͍ͭͯఏҊ͕͋ͬͨɻ
࣍ͷهड़ͷ͏ͪɼ͜ͷϚωδϝϯトʹ֘౰͢Δ΋ͷͱͯ͠ɼ࠷΋

ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

Խ͢ΔɻڧΛࡦରࢭછ๷ײ　̍
̎　ଟ৬छνーϜͰͷ࿈ܞΛڧԽ͢Δɻ
̏　ར༻ऀͷεトϨεΛίϯトϩール͢Δɻ
̐　介護福祉৬ͷ೩͑ਚ͖঱ީ܈ʢόーϯア΢トʢCVSOPVUʣʣΛ
๷͢ࢭΔɻ

̑　ར༻ऀ家଒ͷ໘ձํ๏Λݟ௚͢ɻ

正解　４ １　×　感染症対策が目的ではないので、適切ではありません。
２　×　チームケアが目的ではないので、適切ではありません。
３　×　対象者が介護職ではなく、利用者ですので適切ではありません。
４　〇　精神的健康を守る目的として適切です。
５　×　利用者家族との交流が目的ではないので、適切ではありません。

問題6
■■■■■■

࣍ͷ͏ͪɼ介護࿝ਓ福祉ࢪઃʹ͓͚Δશମͷܥྩ໋شࢦ౷Λ೺Ѳ
͢ΔͨΊʹඞཁͳ΋ͷͱͯ͠ɼ࠷΋ద੾ͳ΋ͷΛ̍ͭબͼͳ͍͞ɻ

̍　૊৫ਤ
຿දۈ　̎
Ӧཧ೦ܦ　̏
ઃͷྺ࢙ࢪ　̐
อ༗ऀ਺֨ࢿ　̑

正解　１ １　〇　組織図とは、組織全体を把握することに役立つものです。全体の指
揮命令系統を把握するには、組織図が適切です。

２　×　勤務表はシフト表のことで、全体の指揮命令系統の把握はできない
ので、適切ではありません。

３　×　経営理念は組織の目標で、指揮命令系統の把握はできないので、適
切ではありません。

４　×　施設の歴史も指揮命令系統の把握には適切ではありません。
５　×　資格保有者数も指揮命令系統の把握には適切ではありません。


